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　刑事責任の構造について，かつて心理的責任論の見
地から故意および過失を「責任形式」として把握する
立場が通説となっていた。そこにおいては，心理的側
面から故意・過失の内容を検討するにとどまり，自ら
が前提とする道義的責任論・倫理的責任論については
さ程突込んだ議論はなされなかったといえる。ただ，
法的責任としての「責任」を行為者の人格態度の中に
認められる「反道義性」の見地から基礎づけようとは
していたのである。このようなアプローチのもとにお
いては，反道義性の基礎は故意の有する強度の「法敵
対性」ではなくて，あくまでも故意の中に認められる
論理規範違反性に求められたといえる。倫理「規範」
違反を責任の基礎にすえることによって，単なる心理
的責任論からの脱却は図られたが，しかし，やはり「倫
理」規範に拘泥する限りにおいて，それは法的責任の’
性格を閾明するのには不十分であったといわざるをえ
ないであろう。このような結果に終ったのは，「法敵
対性」の基礎である「違法性の認識」を故意の要素と
解した点で，責任の本質の捉え方として不完全であっ
たからである。つまり，違法性の認識の「程度」の差
によって故意責任と過失責任の差が説明されるべきで
あるにもかかわらず，道義的責任論は違法性の認識の
「有無」によって両者の責任の差を説明しようとしたの
であり，そこに従来の見解の誤りがあると解されるの
である。このように見てくると，従来の道義的責任論
の延長線上に故意説が主張されたと解されうる。しか
し，法的責任としての刑事責任は，道義的・倫理的責
任論の見地からではなくて，純化された形での規範的
責任論の見地から基礎づけられなければならない。こ
れは責任説の立場においては特に強調されるべき視点
である。わたくしは，これまで二元的厳格責任説を提
唱し，その論証を拙著『正当化事情の錯誤』（1988年）
において行ったので，さらに責任説の見地から，違法
性の認識によって確定される「法敵対性」の観念を用
いて，規範的責任論の徹底を図りたいと考えている。
法敵対性の観念は，もともとは制限的故意説の創唱者
であるメツガーによって主張されたものであるが，わ
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たくしはこれを責任説の見地から読み替えようとして
いるわけである。違法性の認識の問題が，このように
法敵対性を媒介にして刑事責任の構造の把握に寄与す
ることを詳細に論証することにする。
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